
「旭中学校とわたし」 

53歳。 

ぼんやりと思い出す中学時代 

第二次ベビーブーム世代、当時はA組からK組まで11クラスもありました 

後に就職氷河期と呼ばれる世代ですね、きびしいネーミングです笑 

当時はそんな予感は微塵もありませんでしたが 

40 年前の中学時代を思い出すと、校舎の窓から見えた渡り廊下と共に浮かんでくる歌がいくつも、

いくつもあります 

クラスメイトの男子にチャゲ＆飛鳥「万里の河」のカセットテープを借り、擦り切れるほど聴いた 

水泳部のコンクリートの部室に「中山美穂JINGI愛してもらいます」 

斉藤由貴の「MAY」 

H2O「想い出がいっぱい」 

etc…… 

当時流行ったetc 

毎日会う友だちに、毎日のように手紙を書いていました 

手紙の最後はetc 

伝えきれない思いはエトセトラで表現したのでしょうか 

廊下で、教室で、部室で、グラウンドで 

いつだって脳内にはBGMが流れていて、 

鮮やかにうつる景色と感覚は 

確かにわたしの青春etc 

最高のエンタメ享受世代に違いない 

 

卒業生 青木 さやか 様より 


